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組みを検討することが課題であると考える。

２０）トリプトファン代謝酵素からみたにころ」と

精神疾患の分子機序の解明

研究代表者金井将昭

【研究背景】

近年、社会情勢の悪化等から、うつ病や不安症等の

精神疾患が増加しており、大きな社会問題となってい

る。しかし、これらの精神障害の詳細な病態機序の解

明には至っておらず、こころの理解と効果的な治療法

の開発が切望されている。一方で、古くからバランス

の良い食事と適度な運動は健全な精神発達や精神状態

の維持に重要である事が知られている。私達は、情

動と密接に関係する食事（栄養)、特に必須アミノで

あるトリプトファン（TrP）の代謝系に注目している

(図ｌ)。うつ病治療薬として、選択的セロトニン再

取り込み阻害薬（SSRI）が一定の効果を示す事から

も、セロトニン（5-HT）を含めたTrp代謝系が精神

疾患の病態機序に寄与する事が推測される。一方で、

SSRI等の治療に抵抗する例も数多く存在し、その理

由としてTrp代謝系の５％未満を担う５－ｍ経路が標

的となっており、Ｔｒｐの大部分（90％以上）を代謝す
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